
(様式３) 

令和 ６年度  学校関係者評価報告書 
 

 大阪市立 高見小学校 学校協議会 

１ 総括についての評価 

 

 

 

 

 

 

２ 年度目標ごとの評価 
 

年度目標：安全・安心な教育の推進 

① 小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定的に

回答する児童の割合を８７％以上にする。 

② 小学校学力経年調査における「自分には、よいところがあると思いますか」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする。 

〇小学校学力経年調査における「学校のきまりを守っていますか」に対して、肯定的に回

答する児童の割合を８７％以上にする。 

 ３年 ８９．４％  ４年 ８４．４％  ５年 ９１．１％  ６年８６．６％ 

 全体 ８７．９％ 

 

〇小学校学力経年調査における「自分には、よいところがあると思いますか」に対して、

肯定的に回答する児童の割合を７５％以上にする。 

 ３年 ９５．５％  ４年 ７３．５％  ５年 ９２．８％  ６年６２．７％ 

 全体 ８１．１％ 

 

取組内容① 

・児童理解全体会を計画通り実施し、課題のある児童や配慮が必要な児童の情報を共有

することで、組織的に連携した支援や対応を行うことができた。 

・「学校生活の約束」について確認するとともに、日常的に継続して指導したことで、

児童の規範意識は高まった。また、学年だよりや懇談等を利用し、保護者に周知した

り協力を呼び掛けたりすることで一定の効果があった。 

 

取組内容② 

 ・学校生活アンケートで「学校に行くのは楽しいと思いますか」の項目について肯定的

に回答した児童の割合は、学校全体で８９．２％であり、指標の８９％を上回った。 

１年 ８６．９％  ２年 ８４．２％  ３年 ９２％   

 ４年 ８７．３％  ５年 ９４．９％  ６年 ８９．９％ 

全体 ８９．２％ 

○ 本年度の学校の自己評価は、概ね妥当である。 

○ 研究部を中心にした取り組みの結果、経年テストの結果などから、学力の向上がみ

られた。 

○ 全国体力・運動能力、運動習慣等体力の結果から、全国に比べて走る能力について

課題が見られた。 

○ 遅刻や不登校などの課題は、次年度も引き続き取組んでもらいたい。 



 ・各学年の実態に合わせて年間計画を立て、人権教育活動に取り組んだ。 

 ・「『学習発表会』において、めあてを達成することができた」と回答した児童の割合は

全学年において指標の９０％を上回った。 

１年 ９８．５％  ２年 ９２．７％  ３年 ９４．８％   

 ４年 ９８．３％  ５年 １００％  ６年 ９６．９％ 

 全体 ９６．９％  

 ・「あいさつ週間」では「あいさつの木」など取り組みを工夫して実施すること 

で、児童がより意欲的に取り組むことができた。あいさつに意識を向ける良い 

機会となった。 

〇 達成状況の評価に関しては妥当である。挨拶や遅刻などは、家庭にも責任があるので、

TA などで呼びかける必要がある。 

○  きまりやマナーに関しては、家庭での指導も必要。 

年度目標：未来を切り拓く学力・体力の向上 

① 小学校学力経年調査における、国語の平均正答率の対全国比を、同一母集団において

経年的に比較し、いずれの学年も前年度のポイントを維持または向上させる。 

② 小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考

えを深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「当て

はまる」と回答する児童の割合を３６％以上にする。 

③ 小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすること

は好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を７４％以上

にする。 

〇小学校学力経年調査における、国語の平均正答率の対全国比を、同一母集団において経

年的に比較し、いずれの学年も前年度のポイントを維持または向上させる。  

４・５年生が達成（前年度 ４年生が達成） 

 

〇小学校学力経年調査における「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考え

を深めたり、広げたりすることができていますか」に対して、最も肯定的な「当てはま

る」と回答する児童の割合を３６％以上にする。 

 全体 ４１％ （前年度 ３５．９％） 

 

〇小学校学力経年調査における「運動（体を動かす遊びを含む）やスポーツをすることは

好きですか」に対して、最も肯定的な「好き」と回答する児童の割合を７４％以上にする。 

 全体 ６５．３％（前年度 ７３．２％） 

 

取組内容① 

学校生活アンケート「国語の授業はよくわかりますか。」 

全体：９４．０％（中間 ９２％） 

 

目標通り、年間６回以上の全体での研究授業・研究協議会を行うことができた。特に今年

度は交流活動に重点を置いて取り組んできたので、友だちとの対話の中で自分の考えを深

めたり広げたりできるようになった児童が増えた。研究教科を国語科に設定し、学校全体

で取り組んだ成果が表れたと考えられる。 



 

 

取組内容② 

学校生活アンケート「体を動かすことは楽しいですか。」 

 全体：９３．９％（中間 ８９．３％） 

 

各学期の体育的行事において積極的に参加することができた。がんばりカードを活用する

ことで意欲向上につなげることができた学年もある。 

 

「『体育発表会』では、楽しく取り組むことができましたか」 

全体 ９６．２％ 

 

「『なわとび運動』では、楽しく取り組むことができましたか。」 

全体 ９０．９％ 

 

「『かけあし週間』では、楽しく取り組むことができましたか。」 

 全体 ９１．６％ 

 

〇 達成状況の評価に関しては妥当である。教職員の指導の成果が表れた。今後も引き続  

 き指導していって欲しい。 

年度目標：学びを支える教育環境の充実 

〇授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の５

０％以上にする。 

〇年次有給休暇を１０日以上取得する教職員の割合を１００％にする。 

・授業日において、児童の８割以上が学習者用端末を活用した日数が、年間授業日の５０％

を超えた月が半分以上だった。 

学習者用端末活用率（累計 ６１．５％） 

４月  ４０％    ５月 ２３．８％  ６月 ６８．４％ 

７月  ７６．９％  ８月 １００％   ９月 ８９．５％ 

  １０月 ５９．１％ １１月 ４７．４％ １２月 ８１．３％ 

・年度末までに年次有給休暇を１０日以上取得する教職員の割合は１００％となる。 

 

取組内容① 

・学校生活アンケート「学習者用端末を活用した学習にすすんで取り組むことができまし

たか」の項目において、肯定的な回答は全体で９４．９％と目標を上回った。 

全体 ９４．９％（中間 ９１．５％） 

 

「学習者用端末を使った学習は楽しいですか。」の項目に対して、肯定的な回答は、９

４．３％と高く、楽しく取り組んでいることがわかる。 

全体 ９４．３％（中間 ９３．５％） 

 

・ほとんどの児童が学習者用端末を日々活用することができている。「学習タイム」を「Ｉ

ＣＴタイム」として設定することで、「心の天気」や「スタサプ」、「ナビマ」に取り

組むことができた。また、様々な学習で「スライド」や「Google Classroom」などを活



用する学級も増えた。 

「心の天気」については、欠席児童や遅刻児童がいたり、行事などで入力する時間がな

かったりして登録率が上がらないときもあった。 

 

学習者用端末活用率 

４月 ７４．１％  ５月 ７４．１％  ６月 ７７．０％ 

７月 ８５．６％  ８月 ８６．２％  ９月 ８３．１％ 

  １０月 ７９．３％ １１月 ７５．８％ １２月 ８１．７％ 

 

  「心の天気」の登録率（全学年） 

   ４月        ５月 ４２．５％  ６月 ５７．５％ 

   ７月 ７０．５％  ８月 ７５．６％  ９月 ７３．２％ 

  １０月 ７０．７％ １１月 ６８．８％ １２月 ７７％ 

 

・持ち帰り学習についても、１月末までに目標の１５回以上を達成できた学級がほとんど

だった。１５回に足りない学級でも、２月中に持ち帰り学習を計画してどの学級も１５

回を達成できるように進めている。 

  ６月～１月からの持ち帰り回数 

３年 約１３．７回  ４年 ２０回  ５年 １９回  ６年 １９．５回 

 

取組内容② 

・ＩＣＴ研修会を年度末までで５回実施することになる。研修内容を業務や日頃の学習に

生かすことができている。「スタディサプリ」や Excel、スニッピングツール、「Google 

Form」、「Google Classroom」など、児童が活用できるようになっているだけでなく、

教職員のＩＣＴ活用力も高まっている。 

 

取組内容③ 

・学校閉庁日を設定したり、ほとんどの教員が年次有給休暇を取得しやすい環境になった

りした。 

・副担任や専科により、仕事が分担されて協業体制が進みつつある。また、場面に応じて

校務分掌部会を開くこともあった。 

 

〇 達成状況の評価に関しては妥当である。今後も引き続き取り組んでいって欲しい。 
 

３ 今後の学校園の運営についての意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 不登校や遅刻などの課題については、引き続き PTA や地域も協力するので取

り組んでいって欲しい。 

○ 昔遊びなどの地域と連携した行事をしていただきありがたい。今後も様々な

行事を行ってほしい。 

 


